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小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
に
結
集
す
る
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
、

そ
し
て
日
頃
よ
り
連
合
新
潟
の
運
動
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

皆
様
に
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
連
合
新

潟
の
運
動
に
対
し
ま
し
て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
・
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
新
潟
県
内

に
お
い
て
も
新
潟
市
西
区
で
地
盤
の
液
状
化
に
よ
る
被
害
が

発
生
す
る
な
ど
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
幕
開
け
と
な

り
ま
し
た
。
加
え
て
奥
能
登
で
は
９
月
に
豪
雨
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
復
旧
途
中
で
あ
っ
た
事
を
思
う
時
、
被
災
者

の
心
情
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
連
合
新
潟
も
連
合
と
連
携
し
、
被
災
地

復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
国
際
情
勢
は
落
ち
着
き
を

見
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
長
引
く
戦
乱
に
加
え
、
一
部
の
国
で
は

政
情
不
安
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
国
内
情
勢
も
政
治
不

信
な
ど
に
よ
り
与
党
が
衆
議
院
で
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
ま

れ
る
な
ど
、
政
治
改
革
が
必
要
と
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
高
止
ま
り
す
る
物
価
や
、
異
次
元

の
少
子
化
対
策
と
の
名
目
で
増
額
さ
れ
た
社
会
保
障
費
負
担

な
ど
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を

改
善
す
る
た
め
、
賃
金
引
き
上
げ
に
む
け
た
議
論
が
す
で
に

各
組
織
で
始
ま
っ
て
お
り
、
今
年
も
昨
年
を
超
え
る
賃
上
げ

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
加
盟
組
合
の
皆
様
に
は
、
組
合

員
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
真
摯
な
交
渉
を
引
き
続
き
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
連
合
新
潟
も
、
賃
上
げ
の
環
境
整
備

や
、
交
渉
結
果
が
県
内
労
働
者
へ
最
大
限
波
及
す
る
よ
う
取

り
組
み
を
す
す
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
勤
労
者
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
連
合
新
潟
は
、
新
潟

県
労
働
者
福
祉
協
議
会（
略
称
：
新
潟
県
労
福
協
）の
主
要
団

体
と
し
て
、
そ
の
運
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
労
働
金
庫
、

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
労
福
協
構
成
団

体
の
様
々
な
取
り
組
み
に
対
し
、
連
携
、
協
力
を
す
す
め
て

参
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
く
、
輝

け
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

連
合
新
潟
会
長

小

林

俊

夫

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会

の
た
め
に

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　連合運動へのご理解とご支援をいただき
心より御礼申し上げます。
　今年は戦後80年です。先の大戦を経験さ

れた方々は少なくなり、その実相を伝える役割は次の世代へと
移っています。私たちが果たすべき役割をいま一度見つめなお
し、行動に結びつける一年にしましょう。
　近年の賃上げの成果により、「賃金は上がる」という新たな
社会的規範ができつつあります。動き始めた賃金や物価を「巡
航軌道」に乗せ、再び停滞させることのないように、2025春季
生活闘争を精一杯、取り組んで参ります。
　また、連合ジェンダー平等推進計画はフェーズ２に移行しま
した。世界は男女同率での活動への参画が当たり前になってい
ます。“203050”の目標達成に向けて、残り５年しかないとい
う危機感を持ち、力を尽くして参ります。
　労働組合の組織率の低下に対し、連合運動はその活動領域の
幅を広げていくことが必要です。多様な方々や団体と積極的に
対話と連帯を進めて、労働組合の価値を高め、多くの仲間が集
い、互いに協力し、より良い職場や社会をつくることに努力す
る一年にして参りましょう。
　本年も皆さまにとって実り多い一年となりますことを祈念い
たします。

日本労働組合総連合会
会長  芳 野 友 子１月 第３回執行委員会（28日）

第75回地方委員会（31日）

２月 第４回執行委員会（19日）

春季生活闘争新潟県中央総決起集会（27日）

３月 第２回地協代表者会議（１日）

にいがたユニオン第31回定期大会（１日）

第５回執行委員会（拡大闘争委員会）（28日）

春季生活闘争中小地場総決起集会（29日）

４月 第６回執行委員会（23日）

第96回新潟県中央メーデー（仮）

2025地協青年代表者会議（青年委員会）

５月 第７回執行委員会（23日）

６月 第３回地協代表者会議（７日）

第８回執行委員会（24日）

第76回地方委員会（26日）

７月 第９回執行委員会（25日）

８月 平和行動 in 広島（５～６日）

第10回執行委員会（26日）

９月 第４回地協代表者会議（６日）

平和行動 in 根室（６～７日）

第11回執行委員会（18日）

10月 第12回執行委員会（10日）

第35回定期大会（30日）

11月 女性委員会第37回総会（８日）

青年委員会第37回総会（８日）

第35回新潟県勤労者駅伝大会

2025年度　主要活動予定 2025年 新年のご挨拶

新潟市中央区・白龍大権現
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新 潟 推 進 本 部
(新潟県総合⽣活協同組合 )

旧年中のご愛顧を感謝いたしますとともに

皆様のご繁栄とご多幸を心からお祈り申し上げます

本年もよろしくお願いいたします

1524Z014

連　　　合　　　新　　　潟

率直な意見交換が行われました

NPO法人しごとのみらい 理事長 竹内義晴氏

2025年１月15日 平成２年２月19日
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
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親
戚
が
パ
ソ
コ
ン

を
介
し
た
特
殊
詐
欺

に
騙
さ
れ
か
け
た
。

当
人
は
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
で
感
づ
き
思

い
と
ど
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
特
に
年
配
者
を
狙
っ

た
特
殊
詐
欺
が
増
え
る
と
感
じ

た
も
の
だ
が
、
同
様
に
問
題
で

あ
る
闇
バ
イ
ト
は
若
者
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
だ
。
お
金
を
持
っ
た
年

配
者
が
騙
さ
れ
、
お
金
が
ほ
し

い
若
者
が
騙
さ
れ
て
い
る
。

　

年
末
年
始
は
忙
し
い
人
ほ
ど

家
族
や
親
戚
に
会
っ
て
話
せ
る

貴
重
な
時
間
。
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
に
も
気
を
つ
け
た
い
。

�

（
Ｋ
）

今
年
度
最
初
の
地
協
代
表
者
会
議
を
開
催

会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

　

連
合
新
潟
で
は
、「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の

実
現
に
む
け
て
、
幅
広
い
関
係

者
や
市
民
と
の
対
話
を
す
す
め
、

地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
毎
年
「
地
域
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
上
越
地
区
労
福

協
・
連
合
上
越
地
協
が
合
同
で

開
催
し
た
「
２
０
２
４
ワ
ー
ク

＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、

「
連
合
新
潟
地
域
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
と
位
置
付
け
て
行
い

ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
勤
労
福
祉
会
館

（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）
で
第
１
回
地

協
代
表
者
会
議
を
開
き
、
全
７

地
協
と
連
合
新
潟
の
三
役
を
中

心
に
24
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
連
合
新
潟
か
ら

地
域
協
議
会
の
活
動
に
密
接
に

関
わ
る
取
り
組
み
全
般
を
共
有

し
、
主
に
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
「
２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
」
と
そ
れ
に
関
連
し
て
賃
上

げ
・
格
差
是
正
・
適
切
な
価
格

転
嫁
に
む
け
た
機
運
醸
成
を
は

か
る
「
連
合
ア
ク
シ
ョ
ン
」
や
、

先
般
の
第
50
回
衆
議
院
選
挙
の

ま
と
め
な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
協
代
表
者
会
議

（
年
４
回
開
催
）
は
、
出
席
者

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

妙
高
市
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
組
織
づ
く
り
の
企
業
研

修
・
講
演
に
従
事
さ
れ
て
い
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
し
ご
と

の
み
ら
い
の
理
事
長 

竹
内
義

晴
氏
を
お
招
き
し
、「
多
様
な

人
材
が
働
く
職
場
と
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
、
多
く
の
企
業
・
職
場
に

お
い
て
異
な
る
価
値
観
の
違
い

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

か
ら
、
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解
消
し

働
く
仲
間
の
処
遇
改
善
へ
向
け
、

�

認
識
を
共
有

第
22
回
構
成
組
織
書
記
長
・
事
務
局
長
会
議

　

12
月
17
日
、
新
潟
市
・
新
潟

東
映
ホ
テ
ル
で
第
22
回
構
成
組

織
書
記
長
・
事
務
局
長
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
連
合
新
潟
お
よ

び
構
成
組
織
か
ら
21
人
が
出
席

し
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
、
連

合
新
潟
２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
方
針
（
案
）、
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
36
、
２
０
２
６
年
１
月
か
ら

の
中
央
会
費
制
度
移
行
へ
む
け

た
連
合
新
潟
の
対
応
な
ど
、
幅

広
い
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

①
賃
金
要
求
の
考
え
方
、
②

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に

立
っ
た
働
き
方
」
の
改
善
、
③

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
の

推
進
に
つ
い
て
を
中
心
に
共
有

し
、
方
針
（
案
）
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
論
議

を
す
す
め
る
う
え
で
構
成
組
織

か
ら
の
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

　

今
次
闘
争
に
寄
せ
る
組
合
員

と
す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
展
開
し
、
賃
上

げ
が
あ
た
り
ま
え
の
社
会
を
み

ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

て
い
く
た
め
に
は
、
言
動
の
背

景
に
あ
る
各
世
代
が
過
ご
し
て

き
た
時
代
（
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ

ィ
ブ
や
コ
ロ
ナ
禍
等
）
を
想
像

し
な
が
ら
会
話
す
る
こ
と
、
自

分
の
意
見
を
言
う
前
に
ま
ず
は

聴
く
側
に
徹
す
る
こ
と
な
ど
が

大
事
で
あ
る
と
竹
内
氏
は
強
調

し
て
い
ま
し
た
。
年
齢
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
国
籍
な
ど
、
多
様
な

人
材
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
強
み
を
活
か
す

こ
と
が
、
結
果
的
に
職
場
・
企

業
の
チ
ー
ム
力
の
向
上
に
繋
が

る
こ
と
を
本
セ
ミ
ナ
ー
で
学
び

ま
し
た
。

　

連
合
で
は
、
12
月
10
日
と
11

日
の
２
日
間
、
全
国
一
斉
集
中

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
か
ら
各
地
域
協
議

会
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
県
内

全
域
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
回
り
、

チ
ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配

布
や
、
停
止
街
宣
を
お
こ
な
う

な
ど
、
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

連合新潟地域活性化フォーラム

多様な人材が働く職場と
ダイバーシティ

2024年度  連合・愛のカンパ
新潟県内の支援団体が決定しました

助成支援が決定した県内４団体のうち
今月は「荻川を花いっぱいにする会」をご紹介いたします。

○荻川を花いっぱいにする会（助成回数３回）
　　　　助成金額10万円
　　　　新潟市秋葉区車場１-21-30
　　　　代表者：東城 昌司
団体からのメッセージ：
　荻川を花いっぱいにする会は、地元の警察署や交番、
JR駅構内や郵便局などに、地元の子どもたちと一緒に
花を植え、育てる活動をしています。地元住民や警察
官、区役所職員や郵便局員を含む、地元を愛する人たち
で構成されています。
　新型感染症の出現により、子どもたちとの活動を中止
し、ここ数年は活動が縮小傾向にありました。昨年から
チャリティーイベントへ参加するなどし、これまでの活
動に加え、花の魅力や会の周知活動を行う新たな挑戦を
することができました。
　今年の春は、地元幼稚園のPTAとコラボし、園児と保
護者と花苗を植えました。５年ぶりに子どもたちと一緒
に活動が出来たことは大きな喜びでした。そして秋には
チューリップの球根を植え付けました。来年は、地元の
就労継続支援型事業所に通う障がいのある方々と花を植
える予定を計画しています。
　新型感染症の影響や会員の高
齢化などにより、会の存続が危
ぶまれる状況にありましたが、
「連合・愛のカンパ」のお力に
より、地域貢献活動が継続でき
ており、新たにイベントに参加
するなどの挑戦もさせていただ
いております。
　今後も花いっぱい運動で、ま
ちを彩り、地域の笑顔を育てて
きたいと存じます。この度のご
協力に深く感謝申し上げます。

2024年末一時金　連合新潟第3回集計結果
� （12月10日現在）
＜年末一時金 回答・妥結集計結果＞
昨年との比較が可能な組合の集計結果
　※年間妥結の年末分および年末(今季)回答妥結組合の総計
　額集計：101組合（16,281人）　月数集計：109組合（19,229人）
◎組合員１人平均（加重平均）
	 　　　額：586,502円　　月数：2.21ヶ月
	 昨年　額：543,449円　　月数：2.14ヶ月

（昨年との差　額：＋43,053円、月数：＋0.08ヶ月）
◎組合平均（単純平均）
	 　　　額：497,593円　　月数：1.97ヶ月
	 昨年　額：476,044円　　月数：1.92ヶ月

（昨年との差　額：＋21,549円、月数：＋0.05ヶ月）
☆調査対象組合361組合（72,617人）中、203組合（50,973人）

が回答妥結した。（年間妥結の年末分含む）
＜年末一時金 要求集計結果＞
【額集計】

業種別
集計組合 組合員平均

（加重平均）
組合平均

（単純平均）
組合数 人員 金額 金額

計 74 23,516 657,838 586,609
2023年同時期 638,187 570,020

【月数集計】

業種別
集計組合 組合員平均

（加重平均）
組合平均

（単純平均）
組合数 人員 月数 月数

計 103 27,391 2.37 2.30
2023年同時期 2.41 2.25 

と
内
容
が
部
分
的
に
執
行
委
員

会
（
毎
月
１
回
開
催
）
と
重
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
会
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の
あ
り
方
に
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い
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出
席
者
で

意
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し
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し
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開
催
は

不
定
期
に
し
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で
も
地
協
に
特

化
し
た
重
要
な
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に
絞
っ
た

会
議
を
希
望
す
る
声
や
、
場
所

が
新
潟
市
内
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と
か
ら

佐
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や
遠
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の
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協
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席
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慮
に
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る
意
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な
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が
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ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
今
後
の
会
議
の
あ

り
方
の
参
考
と
し
な
が
ら
、
開

催
目
的
で
あ
る
連
合
新
潟
と
各

地
協
や
、
地
協
間
の
連
携
を
深

め
、
よ
り
円
滑
に
連
合
運
動
を

展
開
で
き
る
よ
う
務
め
ま
す
。

　

期
間
中
の
２
日
間
で
連
合
新

潟
に
３
件
の
相
談
が
あ
り
、
雇

用
契
約
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

に
関
す
る
内
容
で
、
そ
の
う
ち

１
件
は
後
日
、
面
談
で
の
対
応

も
し
ま
し
た
。

　

連
合
は
、「
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に

む
け
て
、
働
く
人
の
雇
用
と
生

活
を
守
る
役
割
を
果
た
す
べ
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

連
合
全
国
一
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中
労
働
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ッ
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イ
ン
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長
時
間
労
働

～
あ
な
た
の
働
き
方
は
大
丈
夫
？
～

　

も
し
、
周
り
に
困
っ
て
い
る

方
が
い
ま
し
た
ら
、
連
合
に
労

働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
る
こ
と

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳

守
・
相
談
無
料
で
、
電
話
や
メ

ー
ル
等
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
連
合
新
潟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


